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リ
オ
五
輪
が
始

ま
っ
た
。
南
ア
メ

リ
カ
大
陸
で
初
め

て
の
五
輪
開
催
で

あ
る
。
リ
オ
は
冬

期
に
あ
た
る
が
平
均
気
温
は
22

度
前
後
で
あ
る
。
治
安
や
政
情

不
安
・
衛
生
・
感
染
症
な
ど
心
配

の
多
い
リ
オ
で
あ
る
。
７
人
制
ラ

グ
ビ
ー
の
新
競
技
や
１
１
２
年
ぶ

り
の
ゴ
ル
フ
復
活
も
あ
る
。
日
本

の
体
操
、
柔
道
、
水
泳
、
吉
田
・

伊
調
選
手
の
４
連
覇
な
ど
、期
待

が
膨
ら
む
。
選
手
の
鍛
え
上
げ

ら
れ
た
肉
体
、究
極
の
技
と
駆
け

引
き
に
釘
付
け
と
な
る
日
々
が
続

く
。
28
競
技
、
金
メ
ダ
ル
は
３
０

６
個
、
誰
が
手
に
す
る
の
か
。
▼

五
輪
の
最
中
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

が
８
月
15
日
の
71
回
目
の
終
戦
記

念
日
。
日
本
人
に
と
っ
て
平
和
を

再
確
認
す
る
日
で
あ
る
。
広
島
と

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、や
が

て
終
戦
を
迎
え
た
。
今
年
は
オ
バ

マ
大
統
領
が
広
島
を
訪
問
し
、核

廃
絶
の
思
い
を
込
め
て
原
爆
慰
霊

碑
に
献
花
し
た
。
そ
し
て
、被
爆

者
を
抱
き
締
め
た
。
記
念
す
べ
き

年
と
な
っ
た
。
国
内
外
で
数
百
万

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
戦
争

は
、
武
器
を
使
っ
て
や
る
外
交
で

あ
り
、
外
交
は
、
武
器
を
使
わ
な

い
で
や
る
戦
争
で
あ
る
。
歴
史
を

受
け
止
め
、ノ
ー
ベ
ル
賞
に
値
す

る
世
界
に
誇
る
平
和
憲
法
を
遵
守

し
、外
交
に
生
か
す
役
割
が
日
本

に
は
あ
る
。
▼
五
輪
に
お
け
る
日

本
選
手
の
躍
進
と
大
会
が
無
事
に

終
了
す
る
こ
と
、そ
し
て
平
和
を

願
う
８
月
で
あ
る
。

鹿児島県労働者共済生活協同組合
全労済鹿児島県本部

第61回通常総代会および第７回代表者会議を開催
　
「
鹿
児
島
県
労
済
生
協
第
61
回
通
常

総
代
会
」
な
ら
び
に
「
全
労
済
鹿
児
島

県
本
部
第
７
回
代
表
者
会
議
」
を
７
月

29
日
（
金
）、
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、書
面
議
決
・
委
任
を
含
め

１
９
５
人
の
総
代
の
も
と
進
行
し
ま
し

た
。
藤
田
総
代
と
西
園
総
代
を
議
長
団

に
選
出
し
、
立
石
本
部
長
（
理
事
長
）

挨
拶
の
後
、２
０
１
５
年
度
統
合
事
業

報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、２
０
１
６
年

度
統
合
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
に
つ
い

て
審
議
し
、
各
議
案
と
も
満
場
一
致
で

承
認
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
欠

員
に
と
も
な
う
役
員
補
欠
選
挙
の
確
認

が
行
わ
れ
、下
表
の
と
お
り
新
役
員
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

議
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
紙
面
４
・

５
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

立石本部長（理事長）

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

経
営
委
員
会

■
本
部
長

　
　

立
石　

博
文

■
専
務
執
行
役
員

　
　

梶
原　

健
児

■
経
営
委
員

　
　

榮
留　

道
夫

　
　

畑
中　

和
広

　
　

新
内　

親
典

　
　

野
添　
　

誠

　
　

日
置　

正
一

　
　

倉
内　

公
介

　
　

白
石　

裕
治

　
　

大
浦　

弘
美

　
　

五
反　

秋
浩

　
　

大
野　

道
治

　
　

石
田　

則
行

　
　

池
田　

裕
介

　
　

池
田　

耕
造

　
　

有
村　
　

剛

　
　

三
浦　

辰
男

　
　

髙
田　

博
憲

　
　

坂
口　

和
俊

　
　

長
田　

恭
枝

　
　

山
田
た
ま
き

　
　

福
森　

茂
広

　
　

野
口　

祐
一

　
　

鮫
島　
　

剛

　
　

岡　
　

良
二
（
新
任
）

　
　

村
屋　

高
広
（
新
任
）

　
　

清
藤　

敏
浩
（
新
任
）

鹿児島県労働者共済生活協同組合の役員は、全労済鹿児島県本部の役員が兼務することとなっています。
　※「本部長」→「理事長」、「専務執行役員」→「専務理事」、「経営委員」→｢理事・監事｣ を兼務。

【
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

　
　
　
　
　
　
立
石
本
部
長
代
表
挨
拶
】

　

協
力
団
体
・
代
理
店
な
ら
び
に
総
代
の
皆
さ

ま
の
日
頃
の
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、４
月
の
熊
本
地
震
に
お
い
て
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
々
へ
哀
悼
の
意
と
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
度
は
昨
年
８
月
の
台
風
15
号
、

本
年
１
月
の
雪
害
、４
月
の
熊
本
地
震
と
、突
発

的
・
特
異
的
甚
大
な
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。

全
労
済
で
は
全
国
か
ら
職
員
の
動
員
を
行
い
、迅

速
な
調
査
と
共
済
金
の
支
払
い
に
全
力
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
鹿
児
島
県
は
九
州
の
中
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
自
然
災
害
多
発
県
で
あ
り
、万
が
一

の
備
え
に
つ
い
て
、こ
の
場
を
借
り
て
再
検
証
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
度
に
つ
い
て
は
、会
館
建
設
10
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
組
合
員
還
元
・
社
会
貢

献
を
掲
げ
つ
つ
、事
業
実
績
拡
大
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
強
化
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
指
定
整
備
工
場
共
済
代
理
店
と
の
相
互

繁
栄
に
む
け
て
車
検
入
庫
促
進
と
自
賠
責
共
済

獲
得
の
環
境
整
備
も
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
全
労
済
が
勤
労
者
の
福
利
厚
生
活
動

に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
な
り
得
る
よ

う
に
、可
処
分
所
得
な
ら
び
に
生
活
防
衛
に
寄

与
で
き
る
事
業
体
と
し
て
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
敬
称
略
：
順
不
同
】
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く
り
の
み
学
園
児
童
に

ツ
カ
エ
ル･

ホ
イ
ッ
ス
ル
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

鹿
屋
支
店
推
進
委
員
会

　

７
月
４
日
、長
年
の
会
員
で
あ
る

寿
託
児
所
共
済
会
の
関
連
事
業
所

く
り
の
み
学
園
で
「
職
員
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
、「
財
形
貯
蓄
」
や

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
」
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

かなり、お気に入り??

梅雨も明け、良い天気に恵まれました�林の中にもコースが…

　

説
明
終
了
後
、
く
り
の
み
学
園

園
長
の
有
川
文
人
氏
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
新
一
年
生
と
な
る
児
童
ら

へ
「
ツ
カ
エ
ル
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
」
を

２
０
０
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
し

た
。Ｇ

Ｇ
大
会
／
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

ろ
う
き
ん
友
の
会
志
布
志
支
部

　

志
布
志
ろ
う
き
ん
友
の
会
で
は

７
月
20
日
（
水
）
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ら
び
に
第
32
回
定
期
総

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
の
晴
天
の
下
、８
チ
ー

ム
40
人
が
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、ア
ピ
ア
２
階
会
議
室
に

場
所
を
移
し
、
第
32
回
定
期
総
会

を
行
い
ま
し
た
。
40
人
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
全
て
の
議
案
に
つ
い
て

了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

南
九
州
市
川
辺
町
で
、
毎
年
恒

例
の
「
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
」
が
７
月

24
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、川
辺
仏
壇
の
技
術
を

駆
使
し
て
作
ら
れ
た
御
所
車
を
先

頭
に
山
車
や
踊
り
連
、み
こ
し
の
行

列
が
市
街
地
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
、弐
番
（
女
）
み
こ
し

も
新
た
に
加
わ
り
、力
強
く
華
や
か

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し

た
。 南

九
州
市
川
辺
町
で
「
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
」
開
催
！

「
ろ
う
き
ん
」
の
浴
衣
で
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

加
世
田
支
店
推
進
委
員
会

　

ま
た
、踊
り
連
に
は
、市
役
所
職

員
も
毎
年
男
女
約
50
人
が
参
加
し
、

男
性
は
法
被
姿
で
、女
性
は
「
ろ
う

き
ん
」
か
ら
借
り
た
浴
衣
を
ま
と
っ

て
手
踊
り
を
披
露
し
、
地
域
住
民

と
一
体
と
な
っ
て
祭
り
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
近
く
の
運
動
公
園
で

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
花
火
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、多
く
の
市

民
が
楽
し
い
夏
の
夜
を
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。（
桐
木
平
順
一
）

（
上
）
南
九
州
市
踊
り
連
の
み
な
さ
ん

（
下
）
ろ
う
き
ん
の
浴
衣
も
華
を
添
え
ま
す
�
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全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
　
第
７
回
代
表
者
会
議

報告

表彰された各部門１位の団体代表者

1位 鹿児島県職員労働組合 1位 カクイ労働組合
2位 南国交通労働組合 2位 ジャパンファーム労働組合大口分会

1位 鹿児島県職員労働組合 1位 全日通労働組合鹿児島県支部
2位 鹿児島市職員労働組合 2位 ジャパンファーム労働組合大口分会

1位 南国交通労働組合 1位 鹿児島空港リムジン労働組合
2位 全農林労働組合九州地方本部鹿児島分会 2位 ＪＲ九州ユニオン鹿児島地方本部

1位 自治労曽於市職員組合 1位 富国製糖労働組合
自治労奄美市職員労働組合 2位 生和糖業労働組合
自治労出水市職員労働組合

1位
2位
3位
1位

鹿児島トヨタ労働組合 ネッツトヨタ南九州労働組合
トヨタカローラ労働組合 ネッツトヨタ鹿児島労働組合
全水道鹿児島水道労働組合 3位 屋久島電工労働組合

自賠責共済

新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部

2位

新規契約　契約率の部

マイカー共済
新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部

私鉄鹿児島交通労働組合

2位
2位

生活保障
設計運動

表彰

住まいる共済
(新火災共済)

新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部

住まいる共済
(新自然災害共済)

新規契約　件数の部

純増口数表彰
ジャパンファーム労働組合大崎分会
南国殖産労働組合

団体生命共済

鹿児島トヨペット労働組合

◆◆◆２０１６年度全労済鹿児島県本部　基本方針◆◆◆

１．「全労済鹿児島県本部　新会館１０周年」の年度であることをふまえ、生活協同組合としての社会的
役割が地域社会に広く認知される活動を展開していきます。

２．中期経営政策「Zetwork-60」の最終年度(２０１７年度)にむけ、「事業の回復」と「常に健全な事業
基盤の確立」を最重要目標とし、県本部推進機構(産別・単組代表者会議、県本部推進会議、地域推
進委員会)と連携した取り組みをすすめます。

３．連合、労副協、労働金庫、県本部推進機構と連携し、生活保障設計運動を通じた労働者自主福祉運
動のさらなる発展に努めます。

2015年度　加入実績

＜2016年1月雪害・水道管等破裂関係＞

＜台風15号関係＞ 2016年6月30日時点

■
事
業
の
概
況

　

重
点
共
済
で
あ
る
住
ま
い
る
（
新
火
災
・
新
自
然
災

害
）
共
済
、団
体
生
命
共
済
、マ
イ
カ
ー
共
済
、自
賠

責
共
済
の
推
進
強
化
を
は
か
り
、６
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス

純
増
口
数
と
な
り
ま
し
た
。

■
災
害
対
応
に
つ
い
て

　

２
０
１
５
年
８
月
の
台
風
15
号
、２
０
１
６
年
１
月

の
雪
害
な
ど
、災
害
対
応
が
続
い
た
年
度
と
な
り
ま
し

た
。
台
風
15
号
で
は
１
号
災
害
と
し
て
全
国
か
ら
４
０

８
人
の
支
援
要
員
者
を
受
け
入
れ
、迅
速
な
被
災
者
対

応
と
１
日
も
早
い
共
済
金
の
支
払
い
に
努
め
ま
し
た
。

　

第
７
回
代
表
者
会
議
の
中
で
全
労

済
鹿
児
島
県
本
部
２
０
１
５
年
度
共

済
活
動
表
彰
が
行
わ
れ
、
立
石
本
部

長
よ
り
各
部
門
１
位
の
協
力
団
体
へ

賞
状
と
副
賞
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
基
準
は
「
全
労
済
鹿

児
島
県
本
部
共
済
活
動
表
彰
基
準
」

に
も
と
づ
い
て
い
ま
す
。
新
契
約
件

数
・
契
約
率
の
部
の
順
位
は
２
０
１

５
年
度
の
新
規
契
約
件
数
と
当
該
協

力
団
体
の
組
織
人
員
に
も
と
づ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、生
活
保
障
設
計
運
動

の
部
は
、２
０
１
５
年
度
の
各
協
力
団

体
に
お
け
る
各
種
共
済
活
動
に
も
と

づ
き
集
計
し
、選
考
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
度
に
お
い
て
も
協
力
団

体
の
表
彰
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

2016年5月
期末実績

2015年6月
期首実績

2015年度
純増実績

2015年度
純増目標

件　数 458,834 464,759 -5,925 -1,677
口　数 46,047,281 45,492,324 554,957 54,082

現場調査分 書類審査分 合　計 支払金額
火　　災 2,282 107 2,389 293,872,781
自然災害 1,665 80 1,745 505,395,756
合　　計 3,947 187 4,134 799,268,537

現場調査分 書類審査分 合　計 支払金額
火　　災 334 179 513 42,798,595
自然災害 259 125 384 18,948,561
合　　計 593 304 897 61,747,156

共済金　支払状況

２
０
１
５
年
度
の
特
徴
的
な
活
動
に
つ
い
て

２
０
１
５
年
度　

共
済
活
動
表
彰
に
つ
い
て

表彰団体一覧

2016年6月30日時点



（5）
2016年８月15日

第 669 号全 労 済 鹿 児 島

　１９２３年９月１日、関東大震災によって多くの家
屋・人命が失われました。この日を忘れぬように、災
害への備えを呼びかけるためにと、１９６０年に「防
災の日」が制定されました。
　また、９月１日は二百十日という雑節にあたり、暦
のうえでも台風の襲来に備えるよう注意を喚起して
いることも理由のひとつとなっています。
　自然災害の多い昨今、「防災の日」を契機に万全の
備えを心掛けましょう。

　

２
０
１
６
年
全
労
済
地
域
貢
献
助
成
事
業
団
体

と
し
て
、鹿
児
島
か
ら｢

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

Ｒ
ｉ
ｎ
か
ご
し
ま｣
が
選
定
さ
れ
、第
７
回
代
表
者

会
議
の
中
で
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

全
労
済
地
域
貢
献
助
成
事
業

団
体
の
贈
呈
式

贈呈式の光景

お気軽に
お近くの店舗へ
お越しください

 

実施します！！ ９月１日(木)
　～９月３０日(金)

　２０１６年９月１日～９月30日まで ｢全国統一店舗キャンペーン｣ を実施します。
　｢今の保障で問題ないのか｣ ｢保障を見直す方法がわからない｣ など、保障に関する素朴な疑問をぐりんぼう店
舗で解決しませんか？
　｢気軽に・何でも・何度でも相談できる『親切で頼れる店舗』｣ を合言葉に、ぐりんぼう鹿児島・鹿屋・奄美の
スタッフ一同、心よりご来店をお待ちしております。

　ぐりんぼう店舗へご来店・住まいる共済をご成約いただいた方へは粗品をご用意しています�
　　　　※1世帯さまにつき、1点となります。

※自賠責共済の加入では粗品はお渡しできません。あらかじめご了承ください。

※写真はイメージです

★新規でご加入いただいた方に★ご来店の方全員に
➊、❷のどちらか１点をプレゼント ➊、❷のどちらか１点をプレゼント

➊ガーゼハンカチ ❷フリーザーバッグ ❸フェイスタオル ❹ランチバッグ
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臨床心理士　山藤奈穂子

　

Ｑ　
精
神
疾
患
で
通

院
中
の
部
下
や
、
メ
ン

タ
ル
が
弱
い
部
下
を

注
意
す
る
に
は
、
ど
う

言
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
？

　

Ａ　
「
褒
め
る
―
注

意
す
る
―
褒
め
る
」
と

い
う
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
法

が
お
す
す
め
で
す
。
注

意
し
た
い
こ
と
を
「
ど

う
し
た
の
？
」
と
疑
問

形
に
し
、「
心
配
し
て

い
る
」
と
言
い
換
え
ま

す
。例
え
ば「
が
ん
ば
っ

て
い
る
ね
。
あ
り
が
と

う
。
で
も
こ
の
書
類
は

君
に
し
て
は
ミ
ス
が
多

い
け
れ
ど
、
体
調
が
悪
い
の
で
は
と

心
配
し
て
い
る
ん
だ
。
大
丈
夫
か
？

い
つ
も
き
ち
ん
と
仕
上
げ
て
く
れ
る

か
ら
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
る

ん
だ
」。

　

そ
の
部
下
は
が
ん
ば
っ
て
い

る
よ
う
に
も
、
き
ち
ん
と
し
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
「
人

は
期
待
に
応
え
よ
う
と
す
る
」

「
人
は
褒
め
ら
れ
る
と
、
そ
の

通
り
に
し
よ
う
と
す
る
」
と
い

う
心
理
学
の
法
則
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

心
が
折
れ
や
す
い
状
態
に
あ

る
時
、
叱
責
や
励
ま
し
は
逆
効

果
で
す
。
イ
ソ
ッ
プ
童
話
「
北

風
と
太
陽
」
の
よ
う
に
、
温
か

い
言
葉
で
人
は
動
く
の
で
す
。

　

Ｑ　

褒
め
た
く
て
も
、
褒
め

る
点
が
見
つ
か
ら
な
い
時
は
？

　

Ａ　
悪
く
な
っ
て
い
な
い
点

を
見
つ
け
ま
す
。
ミ
ス
や
遅
刻

が
増
え
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
こ

を
褒
め
ま
す
。
本
人
な
り
に
が

ん
ば
っ
て
い
る
点
を
評
価
す
れ

ば
、
さ
ら
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ

ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
が
弱
い
と
思
わ
れ

る
人
を
強
く
注
意
し
て
も
伸
び

ま
せ
ん
。
萎
縮
し
て
ミ
ス
や
遅

刻
、
欠
勤
が
増
え
ま
す
。
褒
め

る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
な
け
れ

ば
、
漠
然
と
「
が
ん
ば
っ
て
い

る
ね
」「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」

と
言
う
の
も
効
果
的
で
す
。

部下のメンタルヘルス
（４）注意する時のコツ

ニュース・
ワード

サイボウズ

　

こ
う
し
た
環
境
が
整
っ
た
の
は
、

２
０
０
０
年
代
後
期
に
「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
重
視
」「
よ
り
多
く
の
人
が

よ
り
長
く
働
け
る
環
境
を
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
経
営
改
革
し
て
か
ら
と
い

い
ま
す
。

　

今
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ

企
業
で
す
。
社
名
は「
電
脳
」

を
意
味
す
る
「
サ
イ
バ
ー
」

と
、
親
し
み
を
込
め
た
「
子

ど
も
」
の
呼
び
方
「
ボ
ウ
ズ
」

を
結
び
つ
け
た
造
語
で
す
。

　

柔
軟
な
勤
務
形
態
で
知
ら

れ
、「
時
間
・
場
所
」
の
制

約
が
あ
り
ま
せ
ん
。
勤
務
場

所
は
、「
社
内
／
外
」
か
を
、

勤
務
時
間
も
「
コ
ア
タ
イ
ム

あ
り
／
な
し
」を
選
べ
ま
す
。

育
児
休
暇
は
最
大
６
年
取
得

で
き
る
上
、「
育
自
分
休
暇
」

（
留
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
た

め
の
長
期
休
業
）
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

休
暇
制
度
も
あ
り
ま
す
。

読
　
者

か
ら
の

声
　

205

　

健
康
が
ど
ん
な
に
大
切
か
実
感

し
て
い
る
毎
日
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
ボ
ケ
な
い
こ
と
が
私
の
目
標
で

す
。「
福
祉
だ
よ
り
」
の
ク
イ
ズ

は
私
に
と
っ
て
頭
の
体
操
で
す
。

ぜ
ひ
今
後
も
続
け
て
下
さ
い
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
「
ニ
ュ
ー
ス
・
ワ
ー
ド
」
を
読
ん

で
、
今
の
世
の
中
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
普

段
か
ら
の
備
え
が
大
事
だ
と
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。　
（
奄
美
市
・
女
性
）

　

わ
ず
か
な
金
額
の
年
金
生
活
で
す

が
、
家
庭
菜
園
と
図
書
館
通
い
の
ミ

ニ
晴
耕
雨
読
の
生
活
で
す
。

（
奄
美
市
・
男
性
）

　

先
日
、
年
金
受
給
額
の
通
知
が
あ

り
、
そ
れ
を
見
て
、
定
年
退
職
が
近

づ
い
て
い
る
の
に
気
付
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
夜
は
妻
が
通
信
教
育
の

本
を
広
げ
て
「
こ
れ
な
ん
か
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
」
と
言
っ
て
、
退
職
後
の

就
職
に
役
立
つ
資
格
な
ど
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
指
宿
市
・
男
性
）

　

種
子
島
支
店
の
新
店
舗
オ
ー

プ
ン
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ツ
カ
エ
ル
さ
ん
も
遠
方
よ

り
祝
福
に
駆
け
付
け
た
こ
と
に

何
と
も
ホ
ッ
コ
リ
し
ま
し
た
。

種
子
島
・
屋
久
島
ら
し
さ
を
ち

り
ば
め
た
造
り
と
い
う
こ
と
で

何
だ
か
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。

種
子
島
に
行
っ
た
際
は
立
ち

寄
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）
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「
頑
張
ら
ず
！　

無
理
せ
ず
！

ゆ
っ
く
り
と
」北

薩
地
域
労
福
協

　

連
合
北
薩
女
性
委
員
会
主
催

（
北
薩
地
域
労
福
協
共
催
）「
ヨ
ガ

講
座
」
を
６
月
11
日
（
土
）、薩
摩

川
内
市
平
佐
西
集
会
所
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、女
性
限
定
の
行
事
と
し

て
、初
め
て
の
試
み
の
「
ヨ
ガ
講
座
」

に
14
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

少
し
歩
い
た
だ
け
で
も
汗
ば
む

陽
気
で
し
た
が
、会
場
は
さ
わ
や
か

な
風
と
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

興
味
津
々
で
講
師
の
ポ
ー
ズ
を

真
似
す
る
も
逆
に
な
っ
た
り
、体
が

硬
く
て
悲
鳴
と
も
取
れ
る
声
に
皆

大
爆
笑
、「
無
理
し
な
い
で
」
の
声

に
ま
た
大
笑
い
。

　

質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
た

だ
き
、
大
満
足
の
皆
さ
ん
の
顔
を

見
て
、役
員
一
同
笑
顔
の
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

発
射
場
・
総
合
指
令
棟
」
を
周
遊
。

専
任
ガ
イ
ド
さ
ん
の
分
か
り
や
す

い
案
内
も
あ
り
、限
り
な
い
宇
宙
へ

の
ロ
マ
ン
を
体
感
し
、宇
宙
に
一
番

近
い
島
・
種
子
島
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

最
後
は
「
あ
る
嵐
の
夜
、
が
け

崩
れ
に
遭
い
、海
に
投
げ
出
さ
れ
た

達
五
郎
・
達
江
と
い
う
夫
婦
の
生

ま
れ
変
わ
り
」
と
伝
わ
る
雄お

龍た
つ

・

雌め

龍た
つ

の
岩
の
あ
る
龍
星
館
で
休
憩

し
、宿
泊
先
の
レ
ク
ス
ト
ン
種
子
島

へ
。
夕
食
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
種
子
島

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
新
鮮
な
肉
・

魚
・
野
菜
に
ビ
ー
ル
、種
子
島
の
焼

酎
「
甘
露
」
で
楽
し
い
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
日
本
の
海
水
浴
場

１
０
０
選
で
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン

の
浦
田
海
水
浴
場
へ
。
ウ
ミ
ガ
メ

が
上
陸
・
産
卵
す
る
場
所
も
し
っ

か
り
管
理
さ
れ
て
お
り
、
野
生
動

物
保
護
の
取
り
組
み
の
一
面
も
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
異
国
の
南
蛮
船
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
外
観
が
目
を
引
く
種

子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
鉄
砲

館
）
を
訪
問
。
１
５
４
３
年
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
鉄
砲
伝
来
に
ま

つ
わ
る
「
若
狭
姫
悲
恋
物
語
」
や

種
子
島
へ
の
鉄
砲
伝
来
が
１
５
７

５
年
に
起
き
た
織
田
信
長
の
長
篠

の
戦
い
で
の
圧
倒
的
な
勝
利
に
繋つ

な

が
っ
た
こ
と
な
ど
改
め
て
歴
史
の

重
さ
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
７
９
５
年
に
羽
生

道
潔
が
建
て
、孫
の
慎
翁
（
道
則
）

が
茶
道
・
華
道
の
修
業
を
重
ね
た

家
で
あ
る
月
窓
亭
へ
行
き
、種
子
島

の
庭
園
・
武
家
文
化
に
触
れ
ま
し

た
。
同
亭
は
平
成
22
年
に
愛
称
を

一
般
公
募
し
、種
子
島
の
文
化
を
後

世
ま
で
伝
承
し
て
い
く
場
で
あ
り

続
け
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
、

慎
翁
の
号
「
梅
陰
亭
月
窓
」
か
ら

と
っ
て
、「
赤
尾
木
城
文
化
伝
承
館

月げ
っ
そ
う
て
い

窓
亭
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
説
明
を
受

け
、地
域
の
文
化
を
大
切
に
し
て
い

く
こ
と
の
重
さ
・
大
事
さ
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
た
く
さ
ん
の
土
産
と
楽

し
い
思
い
出
と
と
も
に
鹿
児
島
へ
。

ヨガ講座「イタタタ…（笑）」

種
子
島
の
海
と
文
化
と
宇
宙
へ
の
ロ
マ
ン
を
体
感

　
　
　
「
２
０
１
６
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
in
種
子
島
」

鹿
児
島
県
労
福
協

　

県
労
福
協
は
、「
種
子
島
で
の
宇

宙
開
発
事
業
と
歴
史
・
文
化
・
自

然
を
体
感
す
る
」
こ
と
を
目
的
に

２
０
１
６
年
度
の
親
子
ふ
れ
あ
い

講
座
を
企
画
し
、７
月
22
日（
金
）・

23
日
（
土
）
の
日
程
で
、９
家
族
・

20
人
（
大
人
10
人
、
子
供
10
人
）

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
ト
ッ
ピ
ー
で
鹿
児

島
本
港
か
ら
西
之
表
港
へ
。
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
種
子
島
で
バ
イ
キ
ン
グ
料

理
を
楽
し
み
、
太
平
洋
の
荒
波
に

洗
わ
れ
て
で
き
た
海
蝕
洞
窟
で「
千

人
が
座
れ
る
」
と
い
う
千
座
の
岩

屋
へ
。

　

そ
の
後
、日
本
最
大
の
ロ
ケ
ッ
ト

発
射
場
で
あ
る
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
で
「
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
組
立
棟
・種子島宇宙センターにて

赤尾木城文化伝承館月窓亭にて全員集合

熊本地震被災地支援チャリティー
二胡の夢コンサートを終えて

　30度を超える真夏日、薩摩川内市文化ホー
ルに、多くのお客様が足を運んでくださいま
した。
　劉福君（リュウ・フククン）二胡教室では
２年に一度、生徒の定期演奏会を開催してお
り、今年は熊本市で予定していましたが、熊
本地方を震源とする地震が発生し、予定して
いた会場も大きな被害を受け、急きょ、薩摩
川内市での開催となりました。
　演奏会は「熊本地震被災地支援チャリ
ティー・二胡の夢コンサート」と銘打ち、頂
いた義援金は全て熊本県へ寄付という形を
とりました。
　100人を超える大合奏、重奏、ソロ演奏と盛
りだくさんの企画に圧巻だった、癒やされた、
夢を実現する為に努力してみますなど嬉し
いアンケート結果も頂きました。
　被災地の一日も早い復旧と復興を願いま
す。
　最後にご協力いただきました関係各位に
感謝申し上げます。ありがとうございました。

川内教室　野尻尚子

今
回
ご
協
力
い
た
だ
い
た
南
国
交

通
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
・
井
元
観

光
・
熊
毛
地
域
労
福
協
は
じ
め
、

関
係
各
位
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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〔
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名
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、
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を
明
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の
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と
。
１
人
１
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限
り
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す
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お
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い
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多
数
の
応
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を
い
た
だ
き
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り
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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応
募
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63
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、
63
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が
正
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で
し
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。
厳

正
な
抽
選
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結
果
、
下
記
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20
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当
選
さ
れ
ま
し
た
。
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を
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き
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答え「キン（金）メダリスト」

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

川
上
美
香
代　
　

橋
口　

隆
子

　

鶴
崎　

敦
志　
　

宮
原　

博
和

　

西
山　

崇
士　
　

福
島　

要
一

　

中
原　

勝
代　
　

森
山　

祐
紀

　

竹
本　

卓
司　
　

西
坂　

従
道

　

永
野　

友
紀　
　
中
之
内
光
太
郎

　

西
村　

豊
次　
　

平
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造

　

河
野　
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小
山
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福
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宮
﨑　
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子

　

川
畑　

智
史　
　

橋
井　
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九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.rokin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。
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